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平
成
27
年
度
村
消
防
演
習
が

戸
田
小
学
校
校
庭
を
主
会
場
に

開
か
れ
ま
し
た
。
陽
気
な
好
天
に

恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
村
消
防
団

員
や
村
婦
人
消
防
協
力
隊
員
な

ど
約
３
０
０
人
が
参
集
。
５
年
ぶ

り
と
な
る
戸
田
会
場
で
年
に
一

度
の
祭
典
を
村
内
外
に
披
露
し

ま
し
た
。

　
最
初
の
観
閲
で
は
、
伝
統
あ
る

は
ん
て
ん
を
身
に
ま
と
っ
た
団

員
た
ち
が
引
き
締
ま
っ
た
表
情

で
目
迎
目
送
。
小
・
中
・
大
隊
訓

練
で
は
指
揮
者
の
号
令
に
従
い
、

統
制
の
取
れ
た
部
隊
訓
練
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

山
根
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法

で
は
、
ホ
ー
ス
延
長
な
ど
大
人
さ

な
が
ら
の
素
早
い
機
敏
な
動
き

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
村
内
幼

保
園
児
67
人
が
法
被
姿
で
登
場
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
を
踊

り
、「
火
遊
び
し
ま
せ
ん
」
と
元

気
に
誓
い
ま
し
た
。
元
気
い
っ
ぱ

村
消
防
演
習
に
約
３
０
０
人

伝
統
と
誇
り
胸
に   

60
周
年

　
消
防
活
動
に
功
績
が
あ
り
、
こ

の
日
、
表
彰
さ
れ
た
人
を
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
。
氏
名
の
後
の

○
の
数
字
は
分
団
名
、
○本
は
本
部

付
け
）

■
村
長
表
彰

▽
功
績
証
（
勤
続
25
年
）

風
張　
雅
信
③　
細
川　
勝
美
⑤

櫻
庭　
重
幸
⑥　
栗
谷
川
藤
雄
⑥

保
大
木
和
人
⑨　
高
島　
克
己
⑨

本
堂　
正
典
⑩　
川
原　
憲
彦
⑪

南　
　
健
一
⑬　
野
辺
地
利か
ず
之ゆ
き
⑬

■
岩
手
県
消
防
協
会
二
戸
地
区
支

部
長
表
彰

▽
優
良
竿
頭
綬

第
５
分
団　
　
　
第
６
分
団

▽
功
労
証
（
勤
続
20
年
）

細
川　
照
人
⑤　
野
辺
地
基
之
⑬

▽
功
績
証
（
勤
続
15
年
）

尾
友　
一
雄
①　
下
高
山
朋
徳
①

橋
山　
敬
介
②　
千
葉　
　
明
⑥

小
笠
原
孝た

か
法の
り
⑧　
髙
倉　
直
樹
⑧

秋
元　
光み
つ
ひ
ろ浩
⑬　
中
村　
真
樹
⑭

▽
精
錬
証
（
勤
続
３
年
）

斉
藤　
　
諒
①　
山
下
キ
ヨ
子
①

尾
友　
則
子
①　
岩
渕　
祐
輔
⑦

柳
平　
和
也
⑦　
本
川　
達
也
⑧

夏
井　
健
人
⑨　
桂
川
祐
太
郎
⑨

南　
　
公
太
⑬　
大
崎　
謙
一
⑮

▽
勤
続
証
（
勤
続
10
年
）

松
本　
栄
子
○本　

松
本　
勝
利
④

七
戸　
明
宏
⑤　
下
村　
忠
志
⑩

戸田老人福祉センター前の国道で力強く分列行進

大人数にもかかわらず統制の取れた部隊訓練を披露した、第２中隊（戸田地区）の１個小隊 29 名

元気いっぱい踊り、防火を誓う村幼年消防クラブ
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上
村　
真
樹
⑪　
安
堵
城
正
人
⑪

小
井
田
正
浩
⑫　
奥
井　
竜
也
⑫

段
下　
哲
也
⑭　
竹
村　
　
諭
⑭

■
永
年
勤
続
退
職
消
防
団
員
感
謝

状橘　
　
純
一　
　
櫻
庭　
春
夫　

小
笠
原
市
太
郎　
上
柿　
克
行　

和
蛇
田　
教
夫　
中
奥　
達
也

■
消
防
団
長
感
謝
状

西
山
千
代
子

《
平
成
26
年
度
表
彰
者
》

■
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

▽
永
年
勤
続
功
労
証

岩
渕　
智
幸

■
岩
手
県
知
事
表
彰

▽
功
績
証

山
口　
則
雄　
　
下
川
原　
修

山
下　
昭
一　
　
古
舘　
　
智

■
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

▽
精
績
証　

髙
松　
秀
宣

▽
勤
続
証　

山
口　
則
雄

■
岩
手
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

▽
功
労
証　
　
　
上
山　
昭
一

▽
功
績
証　
　
　
七
戸　
智
宏　

山
下　
正
幸　
　
古
舘　
智

▽
優
良
婦
人
消
防
協
力
隊
員

髙
場　
美
紀　
　
尾
友　
則
子

▽
内
助
功
労
感
謝
状

高
倉　
幸
子　
　
下
川
原
ひ
さ
子

い
の
か
わ
い
ら
し
い
演
技
に
は
、

集
ま
っ
た
観
衆
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
部
隊
は
移
動
し
、
村
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
前
で
分
列
行
進
。
60
周

年
を
迎
え
た
伝
統
あ
る
消
防
団

の
歴
史
と
誇
り
を
胸
に
、
力
強
く

行
進
。
威
風
堂
々
と
し
た
行
進
は

地
域
住
民
に
安
心
感
と
信
頼
感

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
清
水
橋
上
流
で
の
放
水
訓

練
で
は
、
全
15
分
団
が
空
高
く
一

斉
に
水
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。
５

年
ぶ
り
に
復
活
し
た
く
す
玉
割

り
で
は
、
子
ど
も
や
親
子
が
景
品

を
手
に
歓
声
を
上
げ
て
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

隊列を乱さず、歩調を合わせて行進をする、第３中隊（江刺家地区）

くす玉割りの景品を手に喜ぶ子どもたち 元気いっぱい踊り、防火を誓う村幼年消防クラブ男性団員に負けず堂々と歩く第１協力隊（伊保内地区）

天高く水が打ち上げられた放水訓練
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予
算
は
約
41
億
円

　
村
の
予
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
村
税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金

な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
こ
の
予
算
の
執
行
状
況
や
財
産
の
内
訳

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
年
に
２
回
（
上
半
期
と
下
半
期
）
、
財
政
状
況

の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
26
年
度
下
半
期
（
10
月
か
ら
３

月
ま
で
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
な
ど
の
予
算
執
行
状
況
や
公
有
財
産
、
地

方
債
の
残
高
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支
出
済
額
29
億
円
で

執
行
率
は
71 

・
１
％

　

上
の
グ
ラ
フ
は
、
一
般
会
計
予

算
の
執
行
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
収
入
済
額
は
33
億
３
２
２

２
万
円
、
収
入
率
で
は
81
・
４
％

と
前
年
同
期
と
比
べ
１
・
１
ポ
イ

ン
ト
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

歳
出
の
支
出
済
額
は
29
億
７
９
７

万
円
で
執
行
率
71
・
１
％
と
前
年

同
期
を
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ

て
い
ま
す
。

一般会計歳入の状況
●予算額　　40億 9,230万円
●収入済額　33億 3,222万円

　　　　●収入率　　81.4％

村
債
の
残
高
は
37
億
円

財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
村
が

国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
村
債（
借

金
）
残
高
は
３
月
31
日
現
在
で
36

億
５
８
２
５
万
円
。
前
年
度
同
期

か
ら
は
２
億
５
２
９
５
万
円
多
く

な
り
ま
し
た
。

村
民
一
人
当
た
り
で
は
、
約
58

万
円
と
な
り
、
前
年
度
同
期
よ
り

４
万
円
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
３

月
末
住
基
人
口
で
計
算
）。

※その他は、分担金及び負担金、使用料及び手数料など

地方交付税

村　　債

村 税

県支出金

国庫支出金

繰 越 金

諸 収 入

地方消費税交付金

そ の 他

（億円） 0 2 4 6 22 24

22億　347万円
22億　347万円（100.0％）

4 億 2,619 万円
　　　　0 万円（0.0％）

4 億     453 万円
4 億 2,239 万円（104.4％）

3 億 6,041 万円
1 億 4,058 万円（39.0％）

3 億 1,907 万円
1 億 9,519 万円（61.2％）

1 億　610 万円
1 億　610 万円（100.0％）

7,348 万円
7,268 万円（98.9％）

6,493 万円
6,493 万円（100.0％）

1 億 3,412 万円
1 億 2,688 万円（94.6％）

予算額

収入済額

（　）内は執行率

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
含
む
３
億
円
増
額

福
祉
対
策
事
業
、
新
規
就
農
育
成

支
援
事
業
、
地
域
消
費
喚
起
型
等

事
業
費
な
ど
を
計
上
し
、
3
月
31

日
現
在
（
下
半
期
）
の
予
算
額
を

3
億
１
４
０
０
万
円
増
額
の
40
億

９
２
３
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
前

年
に
比
較
す
る
と
３
５
７
０
万
円

（
０
・
８
％
）
多
く
な
り
ま
し
た
。

平成26年度
下半期の財政状況

（3月31日現在）

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
9
月

30
日
現
在
（
上
半
期
）
の
予
算
額

は
、
37
億
７
８
３
０
万
円
で
し
た
。

村
で
は
そ
の
後
、
衆
議
院
議
員
総

選
挙
費
や
道
路
維
持
修
繕
費
を
追

加
し
た
ほ
か
、
国
の
「
地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付

金
」
を
財
源
と
し
た
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
、
乳
幼
児
等



広報くのへ●2015（Ｈ27）６月5

公有財産・基金の状況
区　　分 3月31日現在高 9月30日との比較

土 地 975,037㎡ ＋113㎡
建 物 64,228㎡ ±0㎡
有 価 証 券 416万円 ±0万円
出資による権利 7,349万円 ±0万円
物 件 74台 －5台
財政調整基金 27億9,260万円 ±0万円
人材育成基金 1億円 ±0万円
減 債 基 金 2億7,611万円 ＋5万円
地域振興基金 3億9,698万円 ±0万円
その他の基金 1億3,309万円 ＋2,511万円

村債の状況
区　　分 3月31日現在高 9月30日との比較

政 府 資 金 23億3,896万円 ＋652万円
地公体金融機構 6億8,610万円 －2,391万円
市中銀行など 5億8,060万円 －2,858万円
共 済 な ど 2,953万円 －473万円
岩 手 県 基 金 2,306万円 －2,330万円
合 計 36億5,825万円 －7,400万円

水道事業会計の状況
●収益的収入と支出…１年間の経営活動の収支

収

入

科　　目 予算額 収入済額

水 道 料 金 11,913 12,021

一 般 会 計
補 助 金 117 117

その他の収益 1,983 1,985

合 計 14,013 14,123

支

出

科　　目 予算額 支出済額
浄 ・ 配 ・
給 水 費 用 4,262 3,470

施 設 等 減 価
償 却 費 6,435 6,409

企 業 債 利 息
償 還 金 1,799 1,799

そ の 他
（総係費含む） 1,517 1,080

合 計 14,013 12,758

（単位：万円）

●資本的収入と支出…施設改良と企業債（借入金）などの収支

収

入

科　　目 予算額 収入済額

一般会計補助金 315 315

合 計 315 315

支

出

科　　目 予算額 支出済額
施 設 改 良 費 3,612 1,534
営 業 設 備 費 61 458
企業債償還金 4,337 4,337
合 計 8,010 6,329

（単位：万円）

特別会計の状況
区 分 予 算 額 収入済額

（収入率）
支出済額
（執行率）

国 民
健康保険 7億7532万円 6億2,460万円

（80.6％）
7億2,187万円
（93.1％）

後期高齢 5,564万円 5,195万円
（93.4％）

4,889万円
（87.9％）

農業集落
排水事業 2,676万円 2,679万円

（100.1％）
2,574万円
（96.2％）

下 水 道
事 業 1億2,952万円 1億2,522万円

（96.7％）
1億1,709万円
（90.4％）

索道事業 2,154万円 635万円
（29.5％）

2,074万円
（96.3％）

戸 田
財 産 区 987万円 1,004万円

（101.7％）
941万円
（95.3％）

伊 保 内
財 産 区 1,562万円 1,549万円

（99.2％）
585万円
（37.5％）

江 刺 家
財 産 区 649万円 649万円

（100.0％）
427万円
（65.8％）

合 計 10億4,076万円 8億6,693万円
（83.3％）

9億5,386万円
（91.7％）

※収入済額より支出済額が多い会計については、会計間で
一時運用を行っています。

一般会計歳出の状況
●予算額　　40億 9,230万円
●支出済額　29億    797万円

　　　　●執行率　　71.1％
公用車・
消防車など

※その他は、議会費、予備費

総 務 費

民 生 費

土 木 費

公 債 費

教 育 費

農林水産業費

消 防 費

衛 生 費

商 工 費

そ の 他

　7 億 5,166 万円
　6 億 5,967 万円（87.8％）

3 億 3,485 万円
2 億 5,598 万円（76.4％）

2 億 9,486 万円
2 億 3,911 万円（81.1％）

1 億 9,082 万円
1 億 8,558 万円（97.3％）

1 億 5,045 万円
1 億 2,957 万円（86.1％）

（億円） 0 3 6 9 12 15

4 億 2,032 万円
2 億 1,181 万円（50.4％）

3 億 9,357 万円
3 億 9,357 万円（100.0％）

　　7,771 万円
　　5,625 万円（72.4％）

　　5,998 万円
　　5,631 万円（93.9％）

14億 1,808万円
7 億 2,011 万円（50.8％）

予算額

支出済額

（　）内は執行率

ふるさとの館前に太陽光設備を設置
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■
対
象
者

　
40
歳
以
上

　
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

※
勤
務
先
で
同
検
診
が
あ
る
場

合
は
、そ
ち
ら
で
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

■
検
診
料

　
６
０
０
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
70
歳

以
上
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
）
の
人
は
無
料
で
す
。

■
検
診
に
つ
い
て

○
採
便
容
器
に
同
封
し
て
あ
る

「
正
し
い
大
便
の
取
り
方
」
を
よ

く
読
み
、
正
し
く
採
便
し
て
く

だ
さ
い
。

・
2
日
間
、
別
々
の
容
器
に
採

便
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
容
器
が

最
初
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

・
採
便
す
る
日
は
、
容
器
を
提

出
す
る
日
の
4
日
前
か
ら
採
便

可
能
で
す
。（
4
日
を
過
ぎ
て
し

ま
う
と
、
判
定
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。）　　
　
　

・
生
理
中
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

○
大
腸
が
ん
検
診
受
検
票
は
、

必
要
事
項
を
必
ず
記
入
し
、
採

便
容
器
・
検
診
料
と
一
緒
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
未
使
用
の
採
便
容
器
は
一
般

廃
棄
物
と
し
て
処
分
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
都
合
に
よ
っ
て
検
診

を
受
け
ら
れ
な
い
人
は
、
必
ず

返
却
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

検
診
を
申
し
込
み
し
て
い
な

い
人
で
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
採
便
容
器
と
受
検
票

を
渡
し
ま
す
。

■
検
診
日
程

　

指
定
日
に
提
出
で
き
な
い
場

合
は
、
最
終
日
、
も
し
く
は
い

ず
れ
か
の
会
場
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
付
時
間

内
に
提
出
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
午
前
９

時
ま
で
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班

（
☎
42-

２
１
１
１
内
線

１
２
２
）

　

大
腸
が
ん
は
動
物
性
脂
肪
の

取
り
過
ぎ
や
食
物
繊
維
の
摂
取

量
の
減
少
な
ど
、
食
事
の
欧
米

化
が
原
因
で
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
大
腸
が
ん
は
進
行
す
る

ま
で
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
早
期
発
見
・

治
療
を
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
治
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
検
診
を
受
け

て
大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

容器回収場所
瀬月内集落センター前
宇堂口地区農村婦人の家前
泥の木集落センター前
村老人福祉センター前
山屋集落センサー前
江刺家ふるさとセンター前
保健センター
荒田地区集落センター前
五枚橋公民館前
雪屋公民館前
細屋ふれあいセンター前
舘の下公民館前
山根集落センター前
保健センター
平内公民館前
妻の神集落センター前
村老人福祉センター前
田代生活改善センター前
長興寺多目的集会施設銀杏会館前
保健センター
丸木橋サークルセンター前
おりつめ構造改善センター前
江刺家ふるさとセンター前
荒谷桂藤会館前
二ツ家公民館前
保健センター

対象地区
瀬月内
宇堂口
泥の木
戸田上
山屋
江刺家上
伊保内下、小倉
荒田
五枚橋
雪屋
細屋
戸田舘の下
山根
南田
平内
妻の神
戸田下
田代
長興寺上・下、大向
伊保内上、鹿島
丸木橋
道地
柿の木、江刺家下
荒谷
二ツ家
川向、予備日（未提出者）

回収受付時間
６時 30 分～６時 45 分
７時 00 分～７時 15 分
７時 30 分～７時 45 分
８時 00 分～８時 30 分
６時 30 分～６時 45 分
７時 00 分～７時 30 分
７時 45 分～８時 30 分
６時 30 分～６時 45 分
７時 00 分～７時 15 分
７時 30 分～７時 45 分
８時 00 分～８時 30 分
６時 30 分～６時 45 分
７時 00 分～７時 30 分
７時 45 分～８時 30 分
６時 30 分～７時 00 分
７時 15 分～７時 45 分
８時 00 分～８時 30 分
６時 30 分～６時 45 分
７時 00 分～７時 30 分
７時 45 分～８時 30 分
６時 30 分～６時 45 分
７時 00 分～７時 15 分
７時 30 分～８時 15 分
６時 30 分～７時 00 分
７時 15 分～７時 30 分
７時 45 分～９時 00 分

月　日

６月 23 日
（火）

６月 24 日
（水）

６月 25 日
（木）

６月 26 日
（金）

受
け
ま
し
ょ
う  

大
腸
が
ん
検
診

【検診日程】
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地　区 氏　名 電話番号
瀬　月　内 桂　川　はなえ 43-2490
宇　堂　口 田　村　千世子 43-2810
泥　の　木 中　村　フミ子 43-2927
平　　　内 木　下　恵　子 43-2135
妻　の　神 柳　平　聡　子 43-2883
戸　田　上 橋　山　和　子 43-2423
戸　田　下 三　春　由美子 43-2422
戸田舘の下 橋　本　多恵子 43-2789
山　　　根 山　地　啓　子 43-2736
荒　　　谷 関　向　玉　枝 42-3406
二　ツ　家 中　村　恵美子 42-3846
鹿　　　島 國　久　チエ子 42-2358
伊　保　内　上 岩　澤　ヒ　ロ 42-2605
伊　保　内　下 中　奥　明　子 42-2513

川   　　 向 屋形場　ヨ　シ 42-3607
髙　倉　ミヤ子 42-3833

南　　    田 　滝　　愛　子 42-3717
髙　橋　幸　子 42-2031

小　　    倉 小野寺　千　枝 42-3043
長　興　寺　上 下川原　昭　子 42-2228
長　興　寺　下 泉　田　カヂ子 42-3978
大   　　 向 坂　本　ト　ヨ 42-3401
五　枚　橋 千　葉　ミツ子 42-3375
荒  　　  田 栗谷川　洋　子 42-3681
雪  　　   屋 大　崎　育　子 42-3769
田  　　   代 小田野　静　子 42-2564
柿　の　木 漆　原　芳　子 42-2498
江　刺　家　上 南　端　京　子 42-2683
江　刺　家　下 七　戸　サ　キ 42-2893
道     　　地 道　地　和　子 42-3476
丸　木　橋 立　波　百合子 42-2263
山  　　  屋 野辺地　良　子 42-2780
細 　　    屋 浅　水　淳　子 42-3882

　平成27・28年度の村保健推進員は下記の皆さんです。
保健推進員は、村民の保健福祉の向上と保健活動の円滑な
運営のために設置されています。

《主な仕事》
住民の相談を受け、必要な場合は保健師に連絡
健診などの住民への啓発・呼び掛け

平成 27・28 年度
保健推進員を紹介

○
重
度
の
身
体
障
害
者
・
介
護
者
へ

自
動
車
の
改
造
経
費
を
助
成

　

村
で
は
重
度
の
身
体
障
害
者

の
社
会
参
加
お
よ
び
介
護
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
自
動
車
の

改
造
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し

ま
す
。

■
対
象
と
な
る
人

①
重
度
身
体
障
害
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が

１
～
２
級
の
人
の
う
ち
、上
肢
、

下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
に
障
害

の
あ
る
人

②
介
護
者

　

重
度
身
体
障
害
者
と
同
一
世

帯
に
属
す
る
介
護
者
ま
た
は
重

度
身
体
障
害
者
と
同
等
の
障
害

を
有
す
る
18
歳
未
満
の
人
と
同

一
世
帯
に
属
す
る
介
護
者

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

■
内
容

　

次
の
経
費
の
２
分
の
１
に

相
当
す
る
額
以
内
の
額
で
、

対
象
者
１
人
に
つ
き
10
万
円

を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

①
重
度
身
体
障
害
者
が
所
有

し
運
転
す
る
自
動
車
の
操
行

装
置
お
よ
び
駆
動
装
置
な
ど

の
改
造
に
要
す
る
経
費

②
重
度
身
体
障
害
者
ま
た
は

介
護
者
が
所
有
し
、
重
度
身

体
障
害
者
の
通
院
な
ど
の
た

め
使
用
す
る
自
動
車
を
、
容

易
に
乗
降
で
き
る
装
置
な
ど

が
装
備
さ
れ
た
自
動
車
に
改

造
す
る
の
に
要
す
る
経
費
ま
た

は
同
様
の
装
置
等
が
装
備
さ
れ

た
自
動
車
を
購
入
す
る
場
合
、

標
準
型
車
両
本
体
価
格
と
の
差

額■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班

（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
０
２
）

　

対
象
要
件
の
確
認
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
改
造
後
の
申
請

は
受
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
着
工
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

重
度
身
体
障
害
者
の
自
動
車
改
造

費
を
助
成
し
ま
す

7 広報くのへ◦2015（Ｈ27）６月
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村
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
村
内
の
事
業
者

に
よ
っ
て
設
置
す
る
村
民
（
個

人
）
に
対
し
、
太
陽
電
池
容
量

１
kw
当
た
り
３
万
円
（
15
万
円

限
度
）
の
額
の
九
戸
商
業
協
同

組
合
共
通
商
品
券
を
交
付
し
ま

す
。

■
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
と
は
？

太
陽
電
池
を
利
用
し
て

電
気
を
発
生
さ
せ
る
た

め
の
設
備
お
よ
び
こ
れ

に
付
属
す
る
設
備
で

す
。

■
設
置
対
象
住
宅

自
ら
が
居
住
す
る
村
内

に
存
す
る
住
宅
ま
た
は

住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ

る
予
定
の
も
の
で
す
。

■
対
象
者

①
村
内
に
住
所
を
有
す
る
、
ま

た
は
住
所
を
有
す
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
の
不
履
行
が
な
い
こ
と
。

③
過
去
に
こ
の
交
付
を
受
け
て

　　　　

村職員を募集します
■試験職種および採用予定人員
　○一般事務…若干名
■受験資格
　○一般事務…昭和55年４月２日から平成９年４
　月１日までの間に生まれた人。
■受験申込期間
　○６月３日（水）から７月３日（金）まで
　※郵送の場合は、７月３日（金）午後５時30分
　必着のものに限り受け付けます。
■受験手続き
　○申込用紙に必要事項を記入し、所定箇所に写真
　を貼り、総務企画課に提出してください。
　○申込用紙などは、村ホームページからダウンロー
　ドできるほか総務企画課で配布します。
　○申込用紙などを郵便で請求する場合は、封筒の
　表に「試験申込用紙請求」と朱書きし、140円切
　手を貼った宛先明記の返信用封筒（33㌢×24㌢
　程度）を同封の上、総務企画課に請求してください。
■試験の日時と場所
　《第１次試験》
　○日時…７月26日（日）　午前10時開始 明るい九戸村を一緒につくっていきましょう明るい九戸村を一緒につくっていきましょう

い
な
い
こ
と
。

※
こ
の
交
付
は
同
一
住

宅
お
よ
び
同
一
世
帯
に

お
い
て
１
回
限
り
と
な

り
ま
す
。

■
対
象
シ
ス
テ
ム

①
新
た
に
設
置
さ
れ
る

未
使
用
品
の
太
陽
電
池

発
電
に
よ
る
も
の
。

②
太
陽
光
発
電
に
よ
る

電
気
が
、
設
置
す
る
住

宅
で
消
費
さ
れ
る
も

の
。

③
年
度
内
に
設
置
を
完
了
し
、

か
つ
稼
働
す
る
も
の
。

④
国
の
補
助
事
業
で
規
定
す
る

性
能
を
満
た
す
も
の
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

役
場
農
林
建
設
課
地
域
整
備

班
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

２
８
３
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
村
内
事
業
者
に
も
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

太陽光発電設置
15万円の商品券

太陽光発電設置で商品券を交付

　○場所…九戸村役場
　○試験方法…教養試験・適性検査・作文試験
　《第２次試験》
　８月下旬ごろ
■採用予定日
　平成27年10月１日（木）
■問い合わせ
　〒028-6502　
　岩手県九戸郡九戸村大字伊保内10-11-6
　九戸村役場　総務企画課庶務財政班
　☎0195-42-2111内線167
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住
宅
の
安
全
性
を
確
認
す
る

た
め
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し

て
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
住
宅

村
内
の
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
在

来
軸
組
工
法
に
よ
っ
て
着
工
さ

れ
た
も
の
。

※
昭
和
56
年
以
降
に
増
築
な
ど

を
行
っ
て
い
る
住
宅
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
診
断
費
用

本
人
負
担
額　
３
０
０
０
円

■
実
施
件
数

若
干

　

耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
経

費
に
対
し
て
最
大
60
万
円
を
補

助
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

①
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
診
断
さ
れ

た
住
宅
。

②
村
内
の
戸
建
て
木
造
住
宅
で
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
在

来
軸
組
工
法
に
よ
っ
て
着
工
さ

れ
た
も
の
。

※
昭
和
56
年
以
降
に
増
築
な
ど

を
行
っ
て
い
る
住
宅
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

①
対
象
住
宅
の
所
有
者
（
法
人

を
除
く
）
で
、
耐
震
改
修
工
事

を
行
う
者
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
。

■
補
助
金
の
額

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
か

つ
60
万
円
を
限
度
と
す
る
額
。

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

村
内
の
事
業
者
に
よ
っ
て
行
っ

た
場
合
に
要
し
た
経
費
に
対
し
、

10
％
以
内
（
上
限
10
万
円
）
の

額
の
九
戸
商
業
協
同
組
合
共
通

商
品
券
を
交
付
し
ま
す
。

■
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と
は
？

村
民
が
居
住
す
る
住
宅
の
改
修
、

模
様
替
え
そ
の
他
の
住
宅
の
維

持
お
よ
び
機
能
向
上
の
た
め
に

行
う
工
事
で
す
。

■
対
象
住
宅

自
己
ま
た
は
自
己
と
生
計
を
一

に
す
る
親
族
が
床
面
積
の
２
分

の
１
以
上
を
居
住
の
用
に
供
し

て
い
る
住
宅
。
さ
ら
に
、
対
象

者
が
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

を
所
有
し
、
村
内
に
１
年
以
上

存
す
る
個
人
所
有
し
て
い
る
住

宅
で
す
。

■
対
象
者

①
村
内
に
住
宅
を
有
す
る
こ
と
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

③
対
象
工
事
で
他
の
補
助
金
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

④
過
去
に
こ
の
助
成
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
。

※
こ
の
助
成
は
同
一
住
宅
お
よ

び
同
一
人
に
つ
き
１
回
限
り
と

な
り
ま
す
。

■
対
象
工
事

①
当
該
工
事
に
要
す
る
経
費
が

30
万
円
以
上
の
も
の
。

②
対
象
住
宅
の
う
ち
対
象
者
が

所
有
し
、
か
つ
、
居
住
す
る
部

分
の
工
事
で
あ
る
こ
と
。

③
年
度
内
に
完
了
す
る
工
事
で

あ
る
こ
と
。

※
対
象
外
と
な
る
外
構
、
植
栽

工
事
も
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
建
設
を
村
内
事
業
者
に

よ
っ
て
行
う
場
合
に
要
し
た
経

費
に
対
し
、
10
万
円
の
額
の
九

戸
商
業
協
同
組
合
共
通
商
品
券

を
交
付
し
ま
す
。

■
住
宅
の
建
設
と
は
？

村
民
が
自
己
の
居
住
す
る
住
宅

の
建
設
、
建
て
替
え
を
行
う
こ

と
で
す
。

■
対
象
住
宅

①
対
象
者
が
床
面
積
の
２
分
の

１
以
上
を
所
有
し
、
２
分
の
１

以
上
を
居
住
に
供
す
る
村
内
に

建
設
す
る
個
人
所
有
の
住
宅
。

②
当
該
住
宅
建
設
に
要
す
る
経

費
が
１
０
０
万
円
以
上
の
も
の
。

③
年
度
内
に
完
成
す
る
住
宅
で

あ
る
こ
と
。

※
他
の
補
助
な
ど
を
受
け
る
部

分
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

①
住
宅
完
成
時
に
村
内
に
住
所

を
有
す
る
こ
と
。

②
村
税
そ
の
他
村
に
対
す
る
債

務
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

補
助
戸
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
役
場
農
林

建
設
課
地
域
整
備
班
（
☎
42
‐

２
１
１
１
内
線
２
８
３
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

居
宅
補
助
を
紹
介



10

皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

を担ぐ長興寺小学校の児童たち

九戸政實剣舞を軽やかに踊る長興寺
小学校の１～３年生

笛や太鼓の音色に合わせて九戸神
楽を勇ましく演じました

きれいな九戸村にしようとごみ拾いをする参加者

クリーン九戸行動でごみ拾い
きれいな九戸をみんなの手で
　クリーン九戸行動日に設定された４月25日は村内の事業所
や村民が役場前に集まり、一斉にごみ拾いを行いました。この
日集まった参加者は、４地区に分かれて約２時間にわたりごみ
拾いに汗を流しました。尾友純子さん（川向）は家族３人で参加。
東
はる

樹
き

君（５歳）と蘭ちゃん（３歳）も空き缶などを率先して拾っ
ていました。東樹君は「ごみをたくさん拾ってきれいになって
よかった」と汗をぬぐいながら答えてくれました。村民や地域
住民が一丸となり昭和62年から毎年継続している効果もあり、
道路脇のごみも減ってきているように感じました。

５月５日、九戸さくらまつり
掛け声響く  元気な気勢
　九戸神社例大祭と九戸さくらまつりが５月５日、九戸神社
で開かれました。神社境内で神事が行われた後、２年前に制
作したこどもみこしを長興寺小学校の児童たちが担いで奉納。
「わっしょい、わっしょい」と威勢のいい掛け声を上げていま
した。昨年復活させた九戸政實剣舞では、長興寺小学校の１
～３年生の児童が剣を持ち、軽やかに舞っていました。最後
には「エイ、エイ、オー」と気勢を上げ、会場から拍手が送
られていました。また、九戸神楽や権現舞の演舞も披露。ビ
ンゴ大会や出展された出店にもにぎわいを見せていました。

戸田牧野で放牧始まる
緑深い大草原に駆け出す
　村営戸田牧野で５月12日、本年度の放牧が始まりま
した。この日は育成舎で育てられた牛と、各農家から運
び込まれた牛、合計94頭が放牧されました。放牧され
る牛たちにはワクチン接種や体重測定、内部寄生虫駆除
剤を塗布。その後、広い草原に放牧されました。草が一
面に生い茂った緑深い牧草地に放たれた牛たちは、駆け
出したり牧草を食んだりと、大草原を思い思いに楽しん
でいるようでした。

青々と茂った牧草をおいしそうに食む牛たち
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心を1つに、掛け声を掛けて跳んだ長縄とび

元気な掛け声を掛け、こどもみこし

神楽演舞を元気に踊る、千葉彩愛さ
ん（右）と大崎可幾くん

バレーボールＶプレミアリーグのＦＣ東京で活躍中の橋本卓也さん

橋本卓也さんがＦＣ東京で活躍
跳躍しオリンピックへ
　伊保内高校出身の橋本卓也さん（戸田
下出身＝24歳）が現在、バレーボール
ＶプレミアリーグのＦＣ東京で活躍して
います。身長は194センチ、ポジション
はミドルブロッカー。橋本さんは高校か
らバレーを始め、２・３年生時に県選抜
に入り、３年時は国体選手にも選出。駒
沢大学３年時には関東大学リーグでベス
トスパイカー賞に輝きました。大学卒業
後、ＦＣ東京へ入団し恵まれた身長と跳
躍力を生かしてチームを牽引しています。
　橋本さんは「今があるのは村の皆さん
のお陰。本気でプレーに励み、来年行わ
れるいわて国体、さらに2020年東京オ
リンピックにも選出されるよう頑張りた
い」と意欲を燃やしていました。

大きく花開いた水芭蕉を観賞する、行楽客たち

５月３日、戸井良水芭蕉まつり
春を告げる水芭蕉
　戸井良沢水芭蕉公園で５月３日、戸井良沢水芭蕉まつり
が開かれました。このまつりは地元、妻の神自治会が毎年
この日に開催。今年は水芭蕉の見頃が例年よりも10日ほ
ど早く、この日は水芭蕉を覆う葉っぱが40センチほどに
もなり、満開の時期は過ぎてしまったように感じました。
それでもまつりには、県内外からの行楽客が集まり、遊歩
道を歩きながら水芭蕉を観賞。田楽もちや焼き鳥なども販
売され、来場者は九戸の春を満喫していました。

九戸中学校体育祭
友情の虹かけ一致団結
　九戸中学校体育祭が５月16日に開かれました。全校生徒
146人が青と赤の２組に分かれ、徒競走や綱引きなど20競
技で優勝を争いました。今年の体育祭のテーマは「一致団結
“虹”」。選手たちは保護者の声援を受けながら、エネルギー溢
れる若い力を全面に出し競技に望んでいました。また、待機
している生徒は競技している選手に大きな声でエールを送っ
ていました。競技の結果、青組が優勝を獲得。チーム一丸となっ
て競技に挑んだ生徒たちも戦いの後は、お互いに熱い友情の
虹をかけるかのように健闘をたたえ合っていました。
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イ
ー
歯
ト
ー
ブ

８
０
２
０
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、
九
戸
村
か

ら
３
人
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
80
歳
に
な
っ
て

も
自
分
の
歯
が
20
本
以

上
あ
る
人
に
表
彰
状
や

認
定
証
が
贈
ら
れ
、
村

内
で
受
賞
さ
れ
た
人
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
岩
手
県
イ
ー
歯
ト
ー
ブ

８
０
２
０
コ
ン
ク
ー
ル

野
辺
地
タ
キ
（
江
刺
家
上
）　
、

平
中
ミ
セ
（
鹿
島
）、
千
葉
忠
二

（
南
田
）

　
九
戸
中
学
校
で
は
自
転
車
安
全

利
用
モ
デ
ル
校
に
指
定
さ
れ
、
４

月
20
日
に
指
定
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
二
戸
警
察
署
の
小
野
寺
啓ひ
ろ

泰や
す

署
長
か
ら
滝
晟せ
い

弥や

君
（
３
年
）

と
中
村
偉い

織お
り
君
（
同
）
に
指
定
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。滝
君
は「
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
付

け
、
交
通
事
故
の
無
い
、
安
全
な

交
通
社
会
の
実
現
に
向
け
努
力
し

ま
す
」と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

九
戸
中
が
自
転
車
安
全
モ
デ
ル
校

大
畑
建
築
設
計
が
100
万
円
寄
付

　

株
式
会
社
大
畑
建
築
設
計
か

ら
村
へ
１
０
０
万
円
が
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
４
月
20
日
、
大
畑

モ
デ
ル
校
の
指
定
書
を
受
け
取
る

滝
晟
弥
君
（
右
）
と
中
村
伊
織
君

8020コンクール表彰  

大
畑
一
男
代
表
（
左
）
か
ら
五
枚
橋

村
長
へ
寄
付
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た

一
男
代
表
取
締
役
が
来
庁
し
、

五
枚
橋
久
夫
村
長
へ
寄
付
金
を

贈
呈
。
大
畑
さ
ん
は
「
弊
社
が

九
戸
村
で
設
計
し
は
じ
め
て
30

周
年
を
迎
え
た
。
感
謝
と
お
礼

の
気
持
ち
で
す
の
で
村
の
発
展

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

【
市
橋
賢
悟
さ
ん
か
ら
１
万
円
寄
付
】

　

市
橋
賢
悟
さ
ん
（
神
奈
川
県

伊
勢
原
市
在
住
）
か
ら
４
月
、

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
１
万
円

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

温
か
い
寄
付
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

村
消
防
団
第
７
分
団
の
小
型

動
力
ポ
ン
プ
の
配
置
式
が
５
月

７
日
に
役
場
庁
舎
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

川
畑
勝
美
団
長
か
ら
第
７
分

団
の
山
下
正
幸
分
団
長
へ
配
置

証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
五
枚

橋
久
夫
村
長
は
「
皆
さ
ん
に
寄

せ
ら
れ
る
期
待
は
高
ま
っ
て
い

る
。
機
器
の
管
理
を
怠
ら
ず
、

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。

第
７
分
団
に
小
型
ポ
ン
プ
配
置

川
畑
団
長
か
ら
第
７
分
団
・
山
下
分

団
長
へ
配
置
証
が
贈
ら
れ
ま
し
た

千
葉
忠
二
さ
ん
（
南
田
）

野
辺
地
タ
キ
さ
ん
（
江
刺
家
上
）

１歳のお誕生日おめでとう☆

小笠原　大
たい

志
し

くん
６月７日生まれ／長男／荒谷
（父）隆大さん（母）かおりさん

「お姉ちゃんたちに負けずにこれから
も元気に育ってね。」パパ・ママより

下高山　紗
さ

羅
ら

ちゃん
６月５日生まれ／長女／南田
（父）朋徳さん（母）広子さん

「お兄ちゃんと仲良く遊んで、元気
に育ってね。」父・母より

大崎　航
こう

佑
すけ

くん
６月２３日生まれ／次男／柿の木

（父）健さん（母）ゆかりさん

「元気にたくましく育ってね♡」
お父さん・お母さんより
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読
み
か
け
の
古
本
暫し
ば

し
見
て
の
ど
か

ヘ
ル
パ
ー
の
手
と
知
恵
を
借
り
髪
洗
う

渡　

赤
藤

姑は
は

九
十
嫁
七
十
余
栗
の
花

ガ
イ
ド
付
き
今
を
見
頃
の
山
桜

春
暑
し
歩
く
度
舞
う
土
煙

老
家
族
音
も
味
わ
う
蜆

し
じ
み
汁

櫻
庭　

義
也

裏
山
の
風
と
緑
の
夏
め
け
り

掻か

き
終
え
し
代
田
の
水
の
治
ま
り
て

牛
達
の
呼
吸
も
早
し
は
や
薄
暑

記
念
樹
の
橡と

ち

の
青
葉
の
た
く
ま
し
く

田
村　

畦
畔

夏
め
く
や
工
事
現
場
を
囲
む
山

く
っ
き
り
と
代
田
に
写
す
峡か

い

の
里

畦
道
を
一
面
埋
め
て
犬
ふ
ぐ
り

若
楓

か
え
で
孫
に
せ
が
ま
れ
二
人
風
呂

菅
野　

岑
子

こ
の
土
地
を
終つ
い

の
住
み
か
に
春
を
待
つ

身
の
丈
に
合
ふ
暮
し
ぶ
り
干
菜
汁

さ
き
が
け
の
す
み
れ
小
さ
く
小
さ
く
咲
く

弾
み
た
る
四よ

方も

山
話
さ
く
ら
餅

冬
部　

雪
女

大
代
田
あ
ざ
や
か
に
映
ゆ
岩
手
山

薫く
ん

風ぷ
う

や
里
一
望
の
熊
野
館

悪
が
き
も
父
と
な
り
け
り
葱ね

ぎ

坊ぼ
う

頭ず

句
三
昧
に
過
ご
す
山
居
や
青
葉
風

高
島
ふ
み
女

早
世
の
は
ら
か
ら
の
忌
日
夏
め
け
り

持
て
成
し
は
目
と
心
か
ら
若
葉
風

舘
村　

青
村

そ
よ
風
の
さ
ざ
波
走
る
代
田
か
な

栗
の
花
い
と
も
怪
し
き
香
を
放
つ

む
ん
む
ん
と
蒸
し
て
八
十
八
夜
か
な

山
鳩
の
気
だ
る
く
鳴
い
て
夏
立
て
り

【
四
月
席
題
詠
よ
り
】

五
七
五
の
世
界
満
喫
花
見
句
座　
　
　
（
赤　

藤
）

気
張
ら
ず
に
過
ご
す
余
生
の
余
花
に
佇た

つ（
雪
女
）

散
る
花
や
風
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず

父
母
眠
る
産
土
に
立
ち
山
笑
う　
　
　
（
ふ
み
女
）

巾
着
の
端
切
継
ぎ
接
き
芽
吹
き
雨

搗つ

く
ほ
ど
に
色
睦む
つ

み
ゆ
く
蓬
よ
も
ぎ
餅　
　
　
（
義　

也
）

春
の
山
日
毎ご

と

パ
ス
テ
ル
塗
り
重
ね

新
緑
は
生
き
る
希
望
や
我
が
道
の　
　
（
畦　

畔
）

過
疎
の
村
や
っ
と
見
つ
け
し
鯉
の
ぼ
り

夜
桜
に
月
の
懸
り
し
山
居
か
な　
　
　
（
青　

村
）

つ
く
し
ん
坊
同
じ
顔
し
て
伸
び
盛
り

◆
趣
味
は
？　
自
分
で
動
く
こ
と
が

楽
し
い
。
畑
で
は
、
二
十
日
大
根
や

白
か
ぶ
を
育
て
て
い
る
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
炊
事
や
洗

濯
、
ゴ
ミ
出
し
や
畑
仕
事
な
ど
全
部

自
分
で
や
っ
て
い
る
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
家
庭
菜
園

で
育
て
て
い
る
野
菜
を
収
穫
す
る
の

が
楽
し
み
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
20
歳
か
ら

ず
っ
と
働
い
て
い
る
が
、
農
作
業
な

ど
働
い
て
い
る
こ
と
が
一
番
幸
せ
。

　
平
成
８
年
か
ら
保
育
士
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
上
村
真
由
美
さ
ん
。
平
成
20
年
に

結
婚
し
娘
２
人
と
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て

い
ま
す
。

◆
趣
味
特
技
は
？　
家
の
内
装
の
模
様
替

え
が
趣
味
。

◆
休
み
の
日
に
は
？　
子
ど
も
た
ち
と
絵

本
を
読
ん
だ
り
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
多
い
。

◆
楽
し
み
は
？　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
る
の
が
一
番
の
幸
せ
。

◆
将
来
の
夢
は
？　

親
子
３
世
代
に
な

り
、
孫
と
遊
ぶ
こ
と
が
夢
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
で
、

自
分
の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 左から琴音ちゃん、真由美さん、柚結ちゃん
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県
二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

が
希
望
郷
い
わ
て
国
体
の
開
催

機
運
の
醸
成
を
目
的
に
作
品
を

募
集
し
た
「
カ
シ
オ
ペ
ア
★
ス

ポ
ー
ツ
写
真
展
」
で
、
本
村
の

カ
シ
オ
ペ
ア
★
ス
ポ
ー
ツ
写
真
展

荒
田
さ
ん
、
滝
谷
さ
ん
が
優
秀
賞
に

荒
田
正
人
さ
ん
（
荒
田
）と
滝
谷

博
さ
ん
（
田
代
）
の
作
品
が
第

一
席
の
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

荒
田
さ
ん
の
作
品
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ

ら
れ
る
」
と
、
滝
谷
さ
ん
の
作

品
は
本
村
で
行
わ
れ
た
国
体
Ｐ

Ｒ
駅
伝
を
題
材
に
し
た
も
の
で
、

「
国
体
を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ

う
と
す
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

く
る
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
評
価
を

受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
本
村
か
ら
は
、
小

林
将
孝
さ
ん
（
泥
の
木
）、
村
田

勝
義
さ
ん
（
戸
田
上
）、
松
澤
希

龍
さ
ん
（
川
向
）、
小
笠
原
康
人

さ
ん
（
江
刺
家
）
の
作
品
が
入

賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

■
作
品
展　

▽
期
日　
６
月
６
日
〜
同
21
日

▽
場
所　
村
公
民
館
２
階

滝谷博さんの作品『いわて国体
「私も盛り上げま～す」』

荒田正人さんの作品「負けない
ぞ !!」

　

社
会
教
育
委
員
と

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

が
４
月
か
ら
新
し
い

委
員
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
委
員
は
、
教
育
委

員
会
が
行
う
社
会
教
育
の
事
業

に
村
民
の
意
向
や
地
域
の
課
題

を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
助
言
を

行
う
こ
と
な
ど
を
職
務
と
し
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

は
、
村
民
の
皆
さ
ん
へ
の
実
技

指
導
や
助
言
、
村
と
の
連
絡
調

整
を
役
割
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の

社会教育委員 スポーツ
推進委員

髙橋　節夫 笹木　健勇
中田　隆一 下村　　明
岩渕　信義 下村　修次
櫻庭豊太郎 下高山朋徳
小野寺秀勝 古舘　　智
屋形場正藏 河村　恵子
下村美江子 上村　卓司
南　雄二郎 倉口　優哉
下村　　明 髙倉　直樹
中村富美子 下村　忠志
尾友　一雄 岩渕　保人
荒田　繁樹 小野寺秀勝
石川　ツエ 滝　　鉄男
宮澤まさ子 和蛇田教夫
細川　育子 中村　順子

社
会
教
育
委
員
／
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

推
進
役
で
す
。

　

任
期
は
、
社
会
教
育
委
員
が

３
年
間
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

新委員紹介

社
会
教
育
指
導
員
に

小
笠
原
さ
ん

　

社
会
教
育
指
導
員
に
小
笠
原

京
子
さ
ん
（
二
戸
市
）
が
就
任

し
ま
し
た
。
小
笠
原
さ
ん
は
、

小
学
校
の
先
生
と
し
て
勤
務
さ

れ
、
平
成
27
年
３
月
に
金
田
一

小
学
校
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ

ま
し
た
。
伊
保
内
小
学
校
に
も

勤
務
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

村
教
育
委
員
会
で
は
、
女
性

教
室
や
生
涯
学
習
ア
カ
デ
ミ
ー
、

教
育
振
興
運
動
な
ど
を
担
当
し

ま
す
。
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

Ｈ28.10.2　ナインズ球場で軟式野球競技

＝みんなで盛り上げよう＝

村民総参加
宣言

九戸村山友会の皆さん＝５月17日、
国体500日前イベント村民登山で「おもてなしの心」で国体成功へ！

国
体
ダ
ン
ス
講
習
会
で
＝
左
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
小
野
寺
秀
勝
さ
ん
、参
加
者
の
橋
本
幸
子
さ
ん
、

橋
本
朝
陽
ち
ゃ
ん
、
講
師
の
髙
橋
厚
子
さ
ん

国体ダンスで盛り上げます。 小笠原京子さん
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❖ 今月のおすすめ図書

○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

Books

　作りおきおかずはここがう
れしい！忙しくてもしっかり
ご飯が食べられる。食材を無
駄なく使える。時間がたつほ
どおいしくなる。アレンジで
きるから飽きない。こんな便
利なおかずをあなたも作って
みませんか。

　カエルのビクトールはぴか
ぴか光る王冠を見つけまし
た。頭に乗せると、何だか偉
くなった気分。仲間のカエル
たちに自慢しますが…？
　2014日産・童話と絵本の
グランプリ作品。

かんたん作りおきおかず 230
吉田　瑞子　著／学研

政と源
三浦　しをん　著／集英社

カエルと王かん
なかじま　ゆうき　作／ＢＬ出版

ダブル・フォールト
真保　裕一　著／集英社

　国政と源次郎は下町に暮
らす、幼なじみのじじいコ
ンビ。
　ソリが合わないはずなの
に、なぜか良いコンビ。そ
んな２人が巻き起こす、ハ
チャメチャで痛快だけど、
どこか心温まる人情物語。

　

４
月
25
日

か
ら
５
月
２

日
お
い
て
九

戸
中
学
校
な

ど
で
は
ま
な

す
カ
ッ
プ
総

合
体
育
大
会

が
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
内

外
か
ら
16
校

が
参
加
し
、

５
種
目
の
競

技
が
行
わ
れ

　
行
事
が
続
く
４
月
が
終
わ
り
、

伊
保
内
高
校
で
は
落
ち
着
い
た

生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。
私
自

信
も
育
児
休
業
か
ら
復
帰
し
た

ば
か
り
の
昨
年
と
比
べ
、
落
ち

着
い
た
気
持
ち
で
過
ご
せ
て
い

ま
す
。

　

自
分
も
親
に
な
っ
て
み
て
感

じ
る
こ
と
は
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
の
協
力
の
あ
り
が
た
さ
で
す
。

　

九
戸
村
は
、
特
に
元
気
な
お

母
さ
ん
が
多
い
地
域
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
赴
任
時
、
私
は
総

務
課
で
母
親
委
員
会
の
担
当
を

し
て
い
ま
し
た
。
出
産
を
控
え

た
私
に
た
く
さ
ん
の
お
母
さ
ん

方
が
励
ま
し
の
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
役
員
の
方
々

だ
け
で
な
く
、
授
業
を
持
っ
て

い
な
い
生
徒
の
お
母
さ
ん
に
も
、

三
者
面
談
帰
り
な
ど
に
激
励
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
私
の
人
生
に
お
い
て

大
事
な
時
期
を
支
え
て
く
れ
た

こ
の
地
域
の
お
母
さ
ん
方
へ
の

感
謝
の
心
を
持
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

　

子
ど
も
を
抱
え
る
と
自
由
に

活
動
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
本
年
度
ま
た
保
護
者
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　新米弁護士が悩み、怒り、
走る。
　「父は殺されたのよ！」娘
の叫びが法廷に突き刺さる。
何かを隠している加害者。
この弁護は許されるのか？
　あなたの良心を問う、傑
作ミステリー。

ま
し
た
。
試
合
の
結
果
、
九
戸

中
学
校
は
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
女
子
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

▽
野
球　
①
九
戸
中
②
滝
沢
南

中
③
沼
宮
内
中

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子　
①
福

岡
中
②
九
戸
中
③
西
根
中

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子　
①
九

戸
中
②
鷹
巣
中
③
三
沢
第
二
中

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子　
①
御

返
地
中
②
九
戸
中
③
長
内
中

▽
卓
球
男
子　
①
軽
米
中
②
長

内
中
③
一
戸
中

▽
卓
球
女
子　
①
軽
米
中
②
九

戸
中
③
福
岡
中

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子　

①
福
岡
中
②
久
慈
中
③
西
根
中

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子　

①
湊
中
②
久
慈
中
③
十
和
田
東

中

春季はまなす２種目制覇

　

菅
原　

恵
子

地
域
へ
感
謝
の
心

力
強
く
選
手
宣
誓
を
す
る
舘
本
廣
斗

君
（
右
）
と
滝
谷
莉
奈
さ
ん



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

国
保
だ
よ
り

16

届
か
な
い
歯
と
歯
の
間
に
た
く
さ
ん
た

ま
っ
て
い
ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
磨

い
た
場
合
で
は
約
60
％
し
か
歯
の
汚
れ

は
取
れ
ず
、
歯
ブ
ラ
シ
と
糸
よ
う
じ
を

併
用
す
る
こ
と
で
除
去
率
は
90
％
ま
で

上
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
高
齢
者

　

食
べ
か
す
が
口
に
残
り
や
す
く
、
口

の
中
も
乾
燥
し
や
す
い
た
め
、
毎
日
の

歯
磨
き
や
義
歯
の
洗
浄
、
う
が
い
を
続

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
歯
や
口
の
お

手
入
れ
は
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
だ
け

で
な
く
、肺
炎
の
予
防
や
、口
の
機
能
（
食

べ
る
、
話
す
楽
し
み
な
ど
）
の
維
持
向

上
に
も
な
り
、
全
身
に
よ
い
影
響
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。（

保
健
師　
古
舘　
里
美
）

　
新
人
保
健
師
の
古
舘
で
す
。
６
月
４

日
～
10
日
は
歯
と
口
の
健
康
習
慣
で
す
。

未
来
の
自
分
も
き
れ
い
な
歯
で
い
ら
れ

る
よ
う
、
今
月
は
歯
の
お
手
入
れ
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
乳
幼
児

　

虫
歯
に
な
り
や
す
い
と
こ
ろ
は
、
上

の
前
歯
と
奥
歯
全
体
で
す
。
仕
上
げ
磨

き
を
嫌
が
る
時
期
で
す
が
、
歌
を
歌
っ

た
り
、
仕
上
げ
磨
き
の
後
は
褒
め
る
な

ど
楽
し
い
雰
囲
気
を
作
り
な
が
ら
、
仕

上
げ
磨
き
も
毎
日
行
う
も
の
と
し
て
子

ど
も
へ
教
え
、習
慣
付
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

■
小
学
生
（
永
久
歯
の
生
え
変
わ
り
の

時
期
）

　

小
学
校
へ
上
が
る
前
に
仕
上
げ
磨
き

を
や
め
て
し
ま
う
人
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
生
え
た
て
の
永
久
歯
は
弱
く
、
虫

歯
に
な
り
や
す
い
の
で
永
久
歯
が
ど
ん

ど
ん
生
え
て
く
る
小
学
生
へ
も
仕
上
げ

磨
き
を
続
け
る
こ
と
で
、
一
生
使
う
永

久
歯
の
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
歯
と
歯
茎
の
境
目
や
奥
歯
の

溝
な
ど
意
識
し
て
磨
き
ま
し
ょ
う
。

■
成
人
（
永
久
歯
）

　

虫
歯
が
で
き
や
す
く
、
特
に
注
意
が

送
り
た
い   

未
来
の
自
分
に   

き
れ
い
な
歯

必
要
な
と
こ

ろ
と
し
て

【
歯
と
歯
の

間
】
が
あ
り

ま
す
。
歯
垢

や
食
べ
カ
ス

は
目
に
見
え

る
部
分
だ
け

で
な
く
、
歯

ブ
ラ
シ
が

■
平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
財
政

運
営
期
間
が
２
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
の
医
療
費
の
財
源
に
充
て

る
た
め
、
平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料

率
を
次
の
通
り
改
定
し
ま
し
た
。

平
成
24
・
25
年
度
の
保
険
料
率

均
等
割
額　
３
５
，
８
０
０
円

所
得
割
率　
６
・
62
％

平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率

均
等
割
額　
３
８
，
０
０
０
円

所
得
割
率　
７
・
36
％

　

ま
た
賦
課
限
度
額
（
保
険
料
の
一
年

間
の
上
限
金
額
）
が
平
成
26
年
度
の
保

険
料
か
ら
57
万
円
に
な
り
ま
す
。

■
軽
減
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

所
得
の
低
い
人
を
対
象
と
し
た
軽
減

が
平
成
26
年
度
か
ら
次
の
通
り
拡
大
さ

れ
ま
す
。
軽
減
は
世
帯
の
所
得
の
状
況

に
応
じ
て
あ
ら
か
じ
め
適
用
さ
れ
ま
す

の
で
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
均
等
割
額
の
５
割
軽
減
の
対
象
者
が

拡
大

　

こ
れ
ま
で
、
被
保
険
者
が
世
帯
主
で

あ
っ
て
、
そ
の
世
帯
に
他
の
被
保
険
者

が
い
な
い
場
合
、
均
等
割
額
の
５
割
軽

減
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平

成
26
年
度
か
ら
は
所
得
金
額
に
応
じ
て

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
均
等
割
額
の
５
割
軽
減
が
適

用
さ
れ
る
基
準
が
変
更
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
２
割
軽
減
を
受
け
て
い
た
人
で
も
５

割
軽
減
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
よ
り
保

険
料
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

 

○
均
等
割
額
の
２
割
軽
減
の
対
象
者
が

拡
大

　

均
等
割
額
の
２
割
軽
減
が
適
用
さ
れ

る
基
準
が
変
更
さ
れ
、
軽
減
を
受
け
ら

れ
る
対
象
所
得
金
額
が
拡
大
さ
れ
ま

す
。

　

例
え
ば
、
夫
婦
二
人
世
帯
で
共
に
被

保
険
者
で
あ
る
場
合
、
２
割
軽
減
を
受

け
ら
れ
る
対
象
所
得
金
額
が
、
こ
れ
ま

で
の
１
０
３
万
円
以
下
か
ら
１
２
３
万

円
以
下
に
拡
大
と
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
後
期
高
齢
保
険
料
が
変
更



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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こ
れ
か
ら
の
時
期
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
屋
外
で
火
を
取
り
扱

う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
屋
外

で
取
り
扱
う
火
の
危
険
性
を
知
り
、

火
災
・
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

⃝

着
火
剤
は
絶
対
に
「
継
ぎ
足
し
」

　
は
し
な
い
。

⃝

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
の
周
り
を
板

　

状
の
ア
ル
ミ
で
覆
っ
た
り
、
ガ

　

ス
ボ
ン
ベ
の
上
を
覆
う

　

大
き
な
鉄
板
や
鍋
を
置

　
い
た
り
し
な
い
。

⃝

必
ず
最
後
ま
で
確
実
に

　
残
り
火
の
消
火
を
行
う
。

村内の火災・救急（４月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 0 件 － 3 件
救 急 30 件 113 件 ＋ 19 件

屋
外
で
の
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
を
！

害
の
う
ち
、
鍵
を
掛
け
な
い
で
被
害

に
遭
っ
た
無
施
錠
被
害
率
が
、
全
国

ワ
ー
ス
ト
１
位
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、

平
成
25
年
に
岩
手
県
警
察
鍵
掛
け

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
お
に
っ
こ
」

を
作
り
ま
し
た
。

■
鍵
掛
け
は
み
ん
な
が
で
き
る
防
犯

対
策
で
す

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
岩
手

県
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
県
民
一

人
一
人
が
防
犯
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

家
族
や
地
域
で
声
を
掛
け
合
い
、

鍵
掛
け
の
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ

う
。

お
・
お
お
き
な
安
心

に・に（
二
）個
の
鍵
掛
け
で
き
た
か
な
？

つ
・
つ
い
う
っ
か
り
は
い
け
ま
せ
ん

こ
・
こ
ど
も
も
大
人
も
み
ん
な
で
広
め

　
　
よ
う

■
現
状

　

岩
手
県
で
は
、
家
に
入
ら
れ
て
物
を

取
ら
れ
る
な
ど
の
泥
棒
被
害
の
う
ち
、

鍵
を
掛
け
な
い
で
被
害
に
遭
う
割
合
が

高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
も
平
成
26
年
中
は
、
空
き
巣
や

忍
び
込
み
と
い
っ
た
住
宅
を
対
象
と
し

た
侵
入
窃
盗
被
害
の
う
ち
、
鍵
を
掛
け

て
い
な
か
っ
た
割
合
が
74
・
８
％
と
、

依
然
と
し
て
高
い
状
況
で
す
。

■
重
大
事
件
に
発
展
す
る
恐
れ

　

泥
棒
と
鉢
合
わ
せ
に
な
る
と
、
殺
人

や
強
盗
な
ど
の
凶
悪
事
件
に
発
展
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
鍵
掛
け
は
、
家
を

出
る
と
き
は
当
然
で
す
が
、
家
に
居
る

と
き
で
も
、
就
寝
前
に
戸
締
ま
り
を
確

認
す
る
な
ど
、
鍵
を
掛
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
鍵
掛
け
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
お
に
っ

こ
」

　

岩
手
県
は
平
成
24
年
に
家
に
入
ら
れ

て
物
が
盗
ま
れ
る
な
ど
の
侵
入
窃
盗
被

鍵
掛
け
運
動
の
推
進

村内の交通事故（４月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 1 件 － 1 件
物損事故 2 件 27 件 － 4 件
負 傷 者 0 人 1 人 － 3 人
死 亡 者 0 人 0 人 ±0 人
飲酒運転
検 挙 者 1 人 1 人 ＋ 1 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 203日
（４月30日現在）

の
受
給
が
で
き
な
い
人
が
、
受
給
資

格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
に
未
納
期
間
が
あ

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
平

成
27
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
の
で
、

後
納
制
度
を
利
用
す
る
人
は
早
め
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
役
場
ま
た
は
年
金
事
務

所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
期
限
か
ら

２
年
を
経
過
し
た
場
合
、
時
効
に
よ
っ

て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
平
成
27
年
９
月
30
日
ま

で
に
限
り
、
過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘

れ
た
保
険
料
を
申
し
込
み
に
よ
り
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

納
付
し
た
期
間
の
不
足
に
よ
っ
て
年
金

９
月
ま
で
後
納
制
度
が
利
用
で
き
ま
す

～
鍵
掛
け
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
お
に
っ
こ
」
～
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ６月１日㊊ ６月２日㊋ ６月８日㊊
空 き 缶 ６月15日㊊ ６月16日㊋ ６月22日㊊
粗 大 ご み ６月29日㊊ ６月９日㊋
紙・プラ類 ６月11日㊍ ６月17日㊌ ６月25日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

６ ７ 松井内科医院 33-2201 ６ ７ 菅原歯科クリニック 23-1180

14 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 14 曽根歯科医院 27-3108

21 いちのへ内科クリニック 33-2701 21 國香歯科医院 23-2764

28 川村医院 23-3252 28 小野寺歯科医院 33-3050

編集後記
◆村民登山で折爪岳へ。何年か
ぶりに登った折爪岳では、以
前のツライ記憶はどこえやら。
マイナスイオンを体いっぱいに浴
び、濁った心が癒されました。（下村）

６月

①職種②就業場所③年齢④基本給
⑤資格など

◎５月15日現在の求人情報から
掲載しています。求人に関するお
問い合わせは、ハローワーク二戸
（☎23-3341）まで。求人情報は役
場ロビーでも配布しています。

求人情報
■いわて県北クリーン  株式会社
①産業廃棄物処理施設の営業係
（正社員）②九戸村③59歳以下
④150,000円～161,000円⑤普通自
動車免許一種、パソコン操作、試
用期間３カ月
■株式会社  大崎建設　①土木工
事技術者（正社員）②九戸村③
64歳以下④170,000円～250,000円
⑤普通自動車免許一種、土木施工
管理技士１級または２級、試用期
間２カ月
■株式会社  阿部繁孝商店　①製
造一般職（正社員）②九戸村③
62歳以下④162,000円⑤試用期間
３カ月
■特定非営利活動法人  カント
リーハウス愛住　①看護師（正社
員）②九戸村③不問④180,000円
⑤看護師免許または准看護師免
許、試用期間２カ月
■有限会社  新成建設　①建設作
業員（正社員）②九戸村③59歳
以下④135,000円～215,000円⑤普
通自動車免許一種、試用期間３カ
月
■有限会社  竹村商事　①ブロイ
ラー出荷作業員（正社員）②九戸
村など③18歳以上④149,500円～
161,000円⑤普通自動車免許一種

  高校の在り方
意見交換会

　高校のあるべき姿や地域の実情
に応じた高校配置などについて意
見交換会を下記の通り開催します。
■日時　６月22日㊊
　午後６時～午後７時30分
■場所　福岡工業高校
※他日時および会場あり　
■問い合わせ　県教育委員会学校
教育室高校改革担当（☎019-629-
6205）

  心とからだの
健康づくり講演会

　二戸地域におけるソーシャル
キャピタルの醸成を目的に、心と
からだの健康づくり講演会を開催
します。
■日時　６月25日㊍
　午後１時30分～午後３時15分
■場所　二戸市民文化会館
　　　　中ホール
■内容　
○講演：「地域力・コミュニケーショ
　　　　ン力を生かした健康づく
　　　　りの推進」
○講師：オフィスいわむろ　
　　　　岩室紳也代表
■申込期限　６月18日㊍
■申し込み・問い合わせ　二戸保
健所保健課（☎23-9206・古舘）



19 広報くのへ●2015（Ｈ27）６月

お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

人のうごき
（平成27年5月1日現在）

●人　口　　６，１９７　人  （－１８）
　　男　　　 ２，９９３　人  （－１５）
　　女　　　 ３，２０４　人  　（ー３）
●世帯数　　２，１８０世帯　（－１）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 １１　人  　（４４人）
　 転　 出　　　 ２４　人  　（６５人）
　 出　 生　　 　　４　人  　（１１人）
　 死　 亡　　　 　９　人  　（３８人）

（カッコ内は１月からの累計）

  宝くじ桜の若木
寄贈団体を募集

　公益財団法人日本さくらの会で
は、桜若木の寄贈を希望する団体
を募集します。
■事業内容　
【寄贈対象】　宝くじ桜を植栽、育
成し、自然環境や生活環境の保全
という公益活動をする団体（NPO
法人、自治会など）であり次の要
件を満たす箇所とする。
（１）さくらを植栽することによっ
て自然環境をより向上させ、将来
さくら名所になり得る箇所
（２）植栽計画、手入れ保全体制が
整備されている箇所
（３）原則として新植地が対象
【寄贈物件】　桜若木（樹高1.8ｍ
内外、品種数種）、事業表示石碑、
品種表示板
【寄贈本数】　1箇所当たり50本以
上～450本（50本未満は対象外）
【寄贈時期】　平成27年12月中旬
以降
【審査決定】　日本さくらの会の審
査によって10月中旬に合否決定
■募集期限　6月22日（月）
申請書類が必要となりますのでお
問い合わせ願います。
■申し込み・問い合わせ　農林建
設課生産振興班（☎42-2111内線
251）

  エイズ検査
二戸で開催

　６月１日～７日はエイズ検査普
及週間となっており、下記の通り
エイズ検査などを実施します。
■エイズ検査、性器クラミジア検
査、肝炎ウィルス検査　
６月18日㊍、７月16日㊍
午後１時30分～午後２時30分
（第３木曜日、要予約、無料）
■骨髄バンク登録　
６月18日㊍、７月16日㊍
午後２時30分～午後３時30分
（第３木曜日、要予約、無料）
※他日時あり
■対象者　
検査を受けたい人、相談のある人
■場所　二戸保健所　３階相談室
■申し込み・問い合わせ　二戸保
健所保健課（☎23-9206内線230、
231）

  ６月４日～10日は
歯と口の健康週間

　６月４日から10日までは歯と口
の健康週間です。口は体の中で最
初の消化器官です。日頃から健口
を意識し健康を保ちましょう。80
歳まで丈夫な歯を20本残し、元気
で楽しく暮しましょう。
■歯と口の健康週間　
６月４日㊍～10日㊌
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第
17
回
村
民
登
山
が
５
月
17
日
、

折
爪
岳
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
震
災
直

後
の
平
成
23
年
４
月
か
ら
は
復
興
支

援
と
し
て
野
田
村
な
ど
を
支
援
。
５

年
目
を
迎
え
た
今
年
は
野
田
村
か
ら

31
人
を
招
待
し
、
合
計
１
１
９
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
小
学
生
か
ら
80
代
ま
で
の
参
加
者

は
３
班
に
分
か
れ
て
登
山
。
コ
ロ

ポ
ッ
ク
ル
ラ
ン
ド
か
ら
折
爪

岳
山
頂
ま
で
の
登
山
道
を
約

２
時
間
か
け
て
登
り
ま
し
た
。

豊
か
な
新
緑
に
よ
っ
て
育
ま

れ
た
澄
み
切
っ
た
き
れ
い
な

空
気
を
全
身
で
浴
び
な
が
ら
、

山
ご
ぼ
う
や
ア
ザ
ミ
な
ど
の

山
野
草
を
観
賞
し
な
が
ら
登

折爪岳山頂で九戸村の絶景を背に記念撮影

野
田
村
招
待
し
村
民
登
山

笑顔で元気に登った、十文字爽太君（右）と千葉来知君

国体ダンスを踊り、みんなで盛り上げることを誓いました

20

山
し
て
い
ま
し
た
。
道
中
、
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
や
ス
ミ
レ
の
花
の
香
り
を
楽

し
ん
だ
り
、
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
折
爪
岳
頂
上
に
着
い
た
と
き
に
は

あ
い
に
く
の
強
風
と
小
雨
。し
か
し
、

参
加
者
は
展
望
台
に
上
り
、
鮮
や
か

な
緑
に
彩
ら
れ
た
勇
大
な
景
色
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。

　
登
山
後
は
、
村
山
友
会
が
心
を
込

め
て
作
っ
た
山
菜
料
理
に
舌
鼓
。
コ

シ
ア
ブ
ラ
の
白
和
え
や
山
菜
ラ
ー
メ

ン
な
ど
21
種
類
も
の
趣
向
を
凝
ら
し

た
手
作
り
料
理
で
お
腹
も
心
も
満
た

さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

　
野
田
村
か
ら
参
加
し
た
小
林
マ
キ

新
緑
に
映
え
る

　
　
　
　
喜
び
と
絆

さ
ん
（
72
歳
）
は
「
登
山
で
汗
を
か

き
、
お
い
し
い
空
気
を
吸
っ
て
気
持

ち
が
良
か
っ
た
。
山
菜
料
理
は
色
々

な
調
理
方
法
が
あ
っ
て
す
ば
ら
し

い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
千
葉
来ら

い

知ち

君
（
伊
保
内
小
５
年
）
は
「
上
り

は
大
変
だ
っ
た
が
頑
張
っ
て
山
頂
に

着
け
て
良
か
っ
た
。
た
け
の
こ
ご
飯

も
お
い
し
か
っ
た
し
、
次
回
も
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
」と
満
足
そ
う
で
し
た
。

　
会
場
で
は
、
平
成
28
年
希
望
郷
い

わ
て
国
体
の
５
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
ダ
ン
ス
講
習
会
も
開
催
。
講

師
の
指
導
の
下
、
国
体
ダ
ン
ス
「
わ

ん
こ
ダ
ン
ス
」
を
元
気
に
踊
り
、
機

運
の
醸
成
を
図
り
ま
し
た
。　


